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渡米で幕府を超えた世界へ

難局に必要なものは
総攻撃前日に西郷と会談

勝海舟
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生死を度外視する決心
―勝海舟 江戸城無血開城―

　江戸城への総攻撃は２日後に迫っていた。薩摩
と長州を中心とする東征軍はすでに江戸城を完全
包囲する陣形を固めていた。しかし東征大総督府
参謀の西郷隆盛は血気にはやる部下たちを抑え、
幕府陸軍総裁の勝海舟（1823－1899）との会談が
終了するまで待機せよときびしく戒めた。
　将軍・徳川慶喜から全権を委任された勝は江戸
を守るために開戦回避を願っていた。だが交渉が
決裂した場合、江戸を焦土と化すことも辞さない
覚悟でいた。総攻撃の前夜に江戸城と町々に火を
放ち、あらかじめ江戸湾に集めておいた雇い船で
避難民を救出するという捨て身の作戦を立てる。
　みずから退路を断つことで勝は迷うことも怖れ
ることも慌てることもなく虚心坦懐に一世一代の
命のやりとりに臨んでいく。

　勝は現在の東京都墨田区両国にある父・小吉の
実家の男谷家で生まれた。幼名は麟太郎。男谷家
三男の小吉は勝家の娘・信の婿養子として小普請
組という無役・41石の旗本になる。
　９歳のとき勝は野良犬に睾丸を噛まれて生死の
境をさまよう。医者が震える手で傷口を縫合する
と余りの痛さに泣き叫んだ。小吉は枕元に刀を突
き立て「ここで死んだら犬死にだ」と黙らせた。
小吉は毎晩、水垢離をしてわが子の回復を祈り、
勝を抱いて寝た。幸い2カ月後に傷も癒え、通常

の生活に戻ることがで
きた。しかし犬に出会
うとたちまち震え出す
ほど生涯にわたって犬
を怖がるようになった。
　10代から島田虎之助
のもとで剣術と禅に打
ち込み、直心影流の免
許皆伝となる。16歳で
家督を継ぎ、佐久間象山の門下生として蘭学と西
洋兵法を熱心に学ぶ。勝は赤坂に私塾を開き、妹
の順は象山に嫁ぐ。海舟という称号は象山揮毫の
「海舟書屋」に由来している。　　
　黒船と呼ばれたアメリカのペリー艦隊が1853年、
浦賀に来航し、幕府に開国を要求した。これを踏
まえて老中の阿部正弘が幕臣から町人に至るまで
海防に関する意見を広く募ったところ西洋式兵学
校の設立や官製翻訳書の刊行を唱えた勝の進言が
評価され、異国応接掛附蘭書翻訳御用に抜擢され
る。長崎の海軍伝習所で5年ほど軍艦の航海技術
などを学び、幕府が新たに創設した軍艦操練所の
教授方頭取に任命された。
　幕府は1860年、日米修好通商条約の批准書を
交換するためにアメリカ海軍の軍艦で遣米使節を
サンフランシスコへ派遣する。同時に護衛という
名目で幕府が所有する軍艦・咸臨丸も派遣され、
勝や通訳のジョン万次郎、のちに慶応義塾を創設
する福沢諭吉らが渡米した。日本初の太平洋横断

では暴風雨や船酔いや伝染病にさんざん苦しめら
れた。それでも勝は近代的な共和制を肌で感じ、
幕府を遥かに超えた世界へ目覚めていく。

　帰国後に軍艦奉行となり、神戸に海軍操練所と
私設の海軍塾を開設した。海軍塾には薩摩や土佐
の脱藩者などが集結し、のちに薩長同盟を実現し
た坂本龍馬が塾頭を務める。勝は幕府の海軍では
なく日本の海軍建設をめざしていた。だが保守派
に睨まれて軍艦奉行を罷免される。
　倒幕派が台頭してくると幕府将軍・徳川慶喜は
1867年、朝廷への大政奉還を表明した。だが薩長
を中核とする東征軍との戦いは鳥羽・伏見から戊
辰戦争へと拡大していく。慶喜は勝を呼び戻し、
陸軍総裁として全権を委任する。
　徹底抗戦を主張する保守派に対して勝は早期
停戦を訴え、和平交渉へ舵を切った。1868年３月、
慶喜から東征軍との交渉を命じられた山岡鉄舟が
相談に来ると勝は保守派から保護していた薩摩藩
の益満休之助を護衛につけて必ず西郷隆盛と会う
ように送り出す。勝は西郷と面識があり、比類の
ない器量に感服していた。西郷もまた「勝氏に初
めて面会し、どれだけ知略あるや知れぬ英雄肌で、
ひどく惚れ申し候」と書き記している。
　山岡と益満は駿府へ急行し、事実上の総大将で
ある西郷が宿泊する旅館に乗り込んで面談を求め
た。すでに江戸城への総攻撃は3月15日に決定し
ていたものの、西郷は勝の使者と聴いて山岡と
会い、真摯な姿勢に共感して交渉に応じる。西郷
は江戸城の明け渡しや武器の引き渡しなど７箇条
を総攻撃中止の条件として提示し、山岡もおおむ
ね同意した。だが慶喜の身柄を東征軍支配下の備
前藩に預けることだけは断固として拒否した。必
死で慶喜を守ろうとする山岡の姿に打たれ、西郷
は勝と会談するまで慶喜の処遇を保留する。
　歴史的な会談は現在の港区・田町にあった薩摩
藩江戸藩邸で3月13日・14日の２回にわたって
行われた。これに先立ち勝は町火消組頭領の新門
辰五郎ら市井の友人たちと会い、総攻撃を回避で
きないときはみずから江戸城に火を放つ覚悟を伝
えていた。２日目の交渉で勝は江戸城の明け渡し

などに加え、慶喜が故郷の水戸藩で謹慎すること
を申し出る。
　西郷はしばらく沈黙したあと「わかりもうした。
明日の総攻撃は中止いたす」と答えた。

　勝を信頼して江戸城無血開城を決断した西郷は
降伏条件を京都に持ち帰って検討することを約束
した。これによって江戸城下の市街戦は回避され、
住民150万人の命が救われる。
　まさしく命の恩人として勝は西郷が西南の役
で非業の死を遂げたあとも遺児たちの面倒をみた。
晩年の回想録『氷川清和』で勝は「西郷におよぶ
ことができないのはその大肝識と大誠意にある」
「西郷がおれに対して幕府の重臣たるだけの敬礼
を失わず、談判のときにも終始坐を正して手を膝
の上に乗せ、少しも戦勝の威光でもって敗軍の将
を軽蔑するというような風が見えなかった」と語
っている。そして「生死を度外視する決心が固ま
れば、目前の勢いをとらえることができる。難局
に必要なのはこの決心だけだ」と西郷との会談を
述懐している。
　明治維新後は徳川慶喜の赦免、旧幕臣の就労先
の世話、資金援助、生活の保護などに30年間に
わたって力を尽くす。とりわけ西南戦争で下野し、
逆賊として政府軍に討たれた西郷の名誉回復に奔
走し、上野公園の銅像建立などを支援した。　
　75歳のとき風呂上がりに倒れ、脳溢血で意識不
明となり、息を引き取った。最後に残した言葉は
「これでおしまい」だった。
　生前の勝に対する評価は極端に分かれていた。
一番弟子の坂本龍馬が「日ノ本第一の人物」と讃
える一方で大言壮語の成り上がりと揶揄する者も
少なくなかった。しかし勝は「行いは己のもの。
批判は他人のもの。知ったことではない」といっ
こうに気にしなかった。
　晩年を赤坂の氷川神社近くで過ごした勝は池
上本願寺へ向かう途中、現在の大田区・洗足池の
ほとりで休憩し、この場所が気に入った。別宅と
して千束軒を建て、戦災で焼失した千束軒の傍ら
に葬られた。勝の墓の隣には勝が自費で建立した
西郷南洲留魂碑が立っている。


